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今
月
の
表
紙

「
只
見
線
全
線
開
通
５
０
周
年
記
念
　只
見
海
里
」

　
只
見
線
全
線
開
通
５
０
周
年
を
記
念
し
て
、
羽
越

本
線
で
運
行
し
て
い
る
「
海
里（
か
い
り
）」
が
只
見

線
に
初
入
線
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
５
０
周
年
記
念
の
横
断
幕
や
手
旗
で
お
出

迎
え
・
お
見
送
り
を
し
ま
し
た
。
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　只見線は、大正１５年に会津若松駅から会津坂下駅間が会津線として開業し、延伸や編入などをおこ
ないながら、昭和４６年に会津若松駅と小出駅を結ぶ全長１３５．２キロの現在の只見線として全線開通
しました。今年で全線開通５０周年を迎え、記念式典が全線開通日の８月２９日に只見駅前広場で行わ
れました。
　式典では、渡部町長（JR只見線利用促進実行委員会）、山下会津坂下駅長（東日本旅客鉄道株式会社）
の主催者あいさつ後、内田市長（魚沼市）、金子局長（県南会津地方振興局）、大塚議長（只見町議会）より
ご祝辞をいただきました。式典の最後にくす玉を開披し、只見線全線開通５０周年を祝いました。

只見町を半世紀支えた只見線

　JR只見線は、昭和４６年に只見駅－大白川駅間の開通により全通し、新潟県と
奥会津地方が結ばれました。当時の全線開通記念誌には、当時の田中通産大臣をは
じめ、新潟・福島両県知事や日本鉄道建設公団総裁等も只見線に乗車された写真が
あります。熱気に溢れ、いかに期待の大きなものであったかがわかります。
　多くの皆様のお陰をもちまして、只見線は来年全線再開通する予定となっており
ます。アフターコロナの価値観は沿線の地域の価値観に沿うものと期待しておりま
す。私たちも協力し合い取り組んでまいります。今後とも皆様のご理解とご支援を
心からお願い申し上げます。

　只見線は、只見川で見られる川霧や紅葉時期の山々、雪が降り積もる冬には白銀
の世界に包まれるなど、四季を通して素晴らしい景色が見られることでも知られ、
雑誌やインターネットなどでも取り上げていただく路線でもあります。
　2011年７月の「新潟・福島豪雨」により、鉄橋の流出や土砂崩れによる線路
の崩壊などで、会津川口～只見間については、バスによる代行輸送を行っておりま
すが、2022年中の全線運転再開を目指して復旧工事を進めています。運転再開
後につきましても、今までと変わらぬご愛顧を賜りますよう宜しくお願い申し上げ
ます。

開 通 ５０ 周 年 !

只見町　渡部　勇夫町長

東日本旅客鉄道株式会社　山下　鎭男会津坂下駅長

主催者より

開 通 ５０ 周 年 !

2



来年は、只見線全線再開通予定です。
引き続き只見線の応援をよろしくお願いします。

▲「１分駅長」は埼玉工業大学本吉裕之准教授と渡部さんに
　ご協力いただきました 記念弁当は２種類

販売されましたが、
どちらもすぐに
完売しました

▲子どもたちも精巧なジオラマ風景に
　見入っていました

▲レールスター乗車体験は、子どもから大人まで
楽しむことができ、貴重な経験となりました

　当日は、羽越本線で運転している観光列車「海里」
が「只見海里」として只見線を初運行し、只見駅停車
中に町民限定で車内見学が行われました。
　また、駅前では埼玉工業大学３年生の渡部和加さん
が考案した三石神社にちなんだキャラクター「三石縁
（みついしゆかり）」と「三石結（みついしゆい）」の
パネルと共に「１分駅長」として記念撮影ができるコ
ーナーが設けられました。
　他にもレールスター乗車体験や鉄道ジオラマ展示、
５０周年記念弁当の販売などが行われました。

「只見海里」や「１分駅長記念撮影」が
５０周年を盛り上げました！

只 見 線 全 線只 見 線 全 線
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歳
入
の
決
算
は
６４
億
９
，５
７

１
万
５
千
円
で
前
年
に
比
べ
、
３

億
１
，８
６
５
万
４
千
円
増
加
し

ま
し
た
。

　

歳
入
の
う
ち
、町
税
、分
担
金
・

負
担
金
、
使
用
料
・
手
数
料
等
、

町
が
徴
収
で
き
る
自
主
財
源
は
、

１３
億
１
，３
４
６
万
２
千
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
２
億
９
２
４
万
５

千
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

自
主
財
源
の
中
で
最
も
多
い
の

が
町
税
と
な
っ
て
お
り
、８
億
６
，

５
５
８
万
円
で
、歳
入
全
体
の
１３
・

３
％
、
前
年
度
に
比
べ
２
・
９
％

減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
個
人
住

民
税
及
び
固
定
資
産
税
な
ど
の
減

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

自
主
財
源
に
対
し
、
地
方
交
付

税
、
国
・
県
支
出
金
、
町
債
等
、

国
や
県
か
ら
の
交
付
や
割
り
当
て

に
よ
る
依
存
財
源
は
、
５１
億
８
，

２
２
５
万
３
千
円
で
し
た
。

　

こ
の
依
存
財
源
の
中
で
最
も
多

く
を
占
め
る
の
が
地
方
交
付
税
で
、

決
算
額
は
前
年
度
に
比
べ
２
，４
０

１
万
６
千
円
減
少
し
、２７
億
３
，７

８
１
万
５
千
円
で
し
た
。
歳
入
全

体
の
４２
・
１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

国
及
び
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
国

庫
・
県
支
出
金
は
１３
億
４
，７
７

１
万
２
千
円
で
、
前
年
度
と
比
べ

て
８
億
２
，１
０
５
万
４
千
円
増

加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
対

す
る
国
庫
支
出
金
が
交
付
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

町
債
は
、
事
業
を
行
う
た
め
に

借
り
入
れ
る
お
金
の
こ
と
で
、
９

億
１
，６
３
０
万
円
借
り
入
れ
ま

し
た
。
主
に
過
疎
対
策
事
業
債
や

緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業

債
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
利
用
し

ま
し
た
。

歳　
入

■町税の決算状況� （単位：千円）
種　類 前年度決算額 R1年度決算額 伸び率

町 民 税 167,063 171,214 −2.4%
固定資産税 659,524 680,177 −3.0%
軽自動車税 14,698 14,010 4.9%
町たばこ税 22,252 22,054 0.9%
入 湯 税 2,043 3,659 −44.2%
合　計 865,580 891,114 −2.9%

決
算
報
告

令和２年度

　
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
が
、

こ
の
一
年
間
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
普
通
会
計
を

中
心
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
は
只
見
町
財
政
状

況
等
の
公
表
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
い
て
行
う
も
の
で
す
。

町財政状況の公表

歳 入
6,495,715

千円

町税
865,580千円
（13.3%）

地方交付税
2,737,815千円
（42.1%）

県支出金
344,033千円
（5.3%）

国庫支出金
1,003,679千円
（15.5%）

交通安全対策特別交付金
658千円（0.0%）

町債
916,300千円
（14.1%）

使用料及び手数料
� 36,322千円（0.6%）
財産収入
� 21,166千円（0.3%）
寄附金
� 16,670千円（0.3%）
繰入金
� 201,595千円（3.1%）
繰越金
� 92,621千円（1.4%）
諸収入
� 75,007千円（1.1%）
地方譲与税
� 69,149千円（1.1%）
利子割交付金
� 283千円（0.0%）
配当割交付金
� 967千円（0.0%）
株式等譲渡所得割交付金
� 1,096千円（0.0%）
地方消費税交付金
� 98,172千円（1.5%）
自動車取得税交付金
� 1千円（0.0%）
環境性能割交付金
� 3,905千円（0.1%）
法人事業税交付金
� 2,997千円（0.0%）
地方特例交付金
� 3,198千円（0.1%）

分担金及び負担金
� 4,501千円（0.1%）

自主財源
20.2%

依存財源
79.8%
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歳
出
の
決
算
は
６２
億
９
，４
３

３
万
７
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

２
億
５
，９
８
９
万
６
千
円
増
加

し
ま
し
た
。
予
算
に
対
す
る
執
行

率
は
９４
・
０
％
で
し
た
。

　

各
種
団
体
に
対
す
る
助
成
金
や

負
担
金
な
ど
の
補
助
費
等
は
１３
億

１
，５
３
４
万
７
千
円
で
歳
出
全

体
の
２０
・
９
％
を
占
め
、前
年
度
に

比
べ
３
億
９
，４
４
４
万
５
千
円

増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
特
別

定
額
給
付
金
を
は
じ
め
と
す
る
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
よ
る
各
種
補
助
事
業
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

普
通
建
設
事
業
費
は
１０
億
４
，

３
６
０
万
５
千
円
で
歳
出
全
体
の

１６
・
６
％
を
占
め
、
前
年
度
に
比

べ
２
億
９
，８
９
１
万
８
千
円
減

少
し
ま
し
た
。

　

町
職
員
の
給
与
や
町
議
会
議
員
、

各
種
委
員
会
報
酬
な
ど
の
人
件
費

は
８
億
５
，９
３
４
万
２
千
円
で

歳
出
全
体
の
１３
・
６
％
を
占
め
、

前
年
度
に
比
べ
４
，９
５
８
万
円

増
加
し
ま
し
た
。

歳　
出

町民一人あたりにすると…
	 （令和3年3月31日現在の人口4,114人）

■普通会計支出額	…………… 1,529,980円
（使われたお金）

■町税負担額	 …………………… 210,399円
（納めていただいたお金）

■貯　金	 ……………………1,537,921円
（基金に積み立てているお金）

町財政状況の公表用語の解説（歳入）
■町税
　町民の皆さんから納めていただ
く町民税や会社の法人町民税、固
定資産税などです。
■使用料・手数料
　町の施設の使用料や住民票など
の交付の際の手数料です。
■財産収入
　各種基金利子や町の財産を売払
ったお金です。
■繰入金
　各種基金や他の会計から一般会
計へ繰り入れたお金です。
■諸収入
　他の収入科目に含まれない収入
です。預金利子などがあります。
■その他
　繰入金や負担金・分担金などです。
■地方交付税
　国で集めた税金（所得税、法人
税、酒税、消費税）の一定割合、地
方法人税の全額を町の財政需要に
応じて一定の基準のもとに国から
交付されるお金です。どの地域に
住む住民にも、一定の行政サービス
を提供できるようにする財源です。
■国庫・県支出金
　事業を行うために、国や県から
交付されたお金です。
■町債
　事業を行うために借入れたお金
です。

用語の解説（歳出）
■義務的経費
　支出が義務付けられた経費です。
人件費・扶助費・公債費がこれに
あたります。
■投資的経費
　資産を将来に残すためのお金で
す。施設の建設や備品などの購入
費がこれにあたります。
■人件費
　町職員の給与や議員報酬などです。
■公債費
　事業を行うために借入れたお金
の償還金です。
■扶助費
　児童手当、障害者等への援助費
など、法令に基づいて被扶助者に
支給されるお金です。
■普通建設事業費
　道路や学校などの新増設のため
に使われたお金です。
■物件費
　旅費、電気料、郵便料、備品購
入費などの消費的経費です。

歳 出
6,294,337

千円

扶助費
154,608千円
（2.5%）

災害復旧事業費
85,820千円（1.4%）

人件費
859,342千円
（13.6%）

公債費
561,878千円
（8.9%）

普通建設事業費
1,043,605千円
（16.6%）

補助費等
1,315,347千円
（20.9%）

繰出金
503,708千円
（8.0%）

物件費
981,361千円
（15.6%）

積立金
385,287千円
（6.1%）

維持補修費
303,620千円（4.8%）

投資及び出資・貸付金
99,761千円（1.6%）

義務的
経費
25.0%

投資的経費
18.0%

その他
経費
57.0%
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■
総
務
費

特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業

	

４
億
２
，０
８
３
万
円

公
共
施
設
等
再
生
整
備
基
金
積
立
金

	

３
億
５
，０
０
０
万
円

㈱
東
邦
銀
行
株
購
入

	

３
，３
９
６
万
円

情
報
シ
ス
テ
ム
更
新
事
業

	

２
，６
８
８
万
円

■
民
生
費

特
別
給
付
金
給
付
事
業

	

１
億
２
，５
３
１
万
円

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

	

１
億
１
，０
０
２
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
繰
出
金

	

１
億
９
５
２
万
円

障
が
い
者
福
祉
費
（
扶
助
費
）

	

７
，２
５
１
万
円

■
衛
生
費

南
会
津
地
方
環
境
衛
生
組
合
負
担
金

	

１
億
２
，７
５
３
万
円

国
民
健
康
保
険
施
設
特
別
会
計
繰
出
金

	

４
，１
０
８
万
円

簡
易
水
道
特
別
会
計
繰
出
金

	

３
，８
６
３
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
負
担
金

	

１
，１
６
５
万
円

■
労
働
費

生
活
支
援
給
付
金
給
付
事
業

	

１
，５
６
０
万
円

■
農
林
水
産
業
費

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

	

１
億
３
，５
５
７
万
円

農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業

	

６
，２
０
５
万
円

交
流
施
設
指
定
管
理
料

	

４
，０
５
３
万
円

中
山
間
地
域
直
接
支
払
事
業

	

２
，１
３
５
万
円

普
通
会
計
の
　
　
　

主
な
事
業（
目
的
別
）

■借入金残高の推移
100

80

60

40

20

0
Ｒ
２
年
度

Ｒ
元
年
度

Ｈ
30
年
度

Ｈ
29
年
度

Ｈ
28
年
度

Ｈ
27
年
度

Ｈ
26
年
度

Ｈ
25
年
度

Ｈ
24
年
度

Ｈ
23
年
度

87
億
７
３
６
２
万
円

84
億
５
３
８
０
万
円

76
億
７
１
９
３
万
円

73
億
３
７
７
７
万
円

75
億
２
０
７
０
万
円

72
億
２
８
６
８
万
円

68
億
２
８
７
８
万
円

68
億
０
２
２
３
万
円

71
億
２
６
５
２
万
円

75
億
０
０
８
４
万
円

（億円）

■特別会計の決算の状況� （単位：千円）
会 計 区 分 歳　入 歳　出 差　引

国民健康保険事業
特 別 会 計 425,704 425,161 543 

国民健康保険施設
特 別 会 計 350,998 350,998 0 

後期高齢者医療
特 別 会 計 158,363 158,166 197 

介 護 保 険 事 業
特 別 会 計 749,335 747,611 1,724 

介護老人保健施設
特 別 会 計 263,267 263,238 29 

地域包括支援センター
特 別 会 計 12,636 12,636 0 

簡 易 水 道
特 別 会 計 195,805 195,391 414 

集 落 排 水 事 業
特 別 会 計 304,904 304,777 127 

朝 日 財 産 区
特 別 会 計 13,333 249 13,084 

合　　　計 2,474,345 2,458,227 16,118 

■基金（貯金）� （単位：千円）
種　　　別 残　高

財政調整基金 906,585�
減債基金 751,622�
教育施設整備基金等
他の特定目的基金 3,820,105�

土地開発基金（土地保有を除く） 124,245�
奨学基金等他の定額運用基金 202,155�
国民健康保険診療所運営基金等
他の特別会計に属する基金 522,296�

合　　　計 6,327,008�

■財産の状況（一般会計と特別会計に属するもの）
種　　　別 規模・残高

土 地 4,105万4,349㎡
建 物 80,668㎡
有 価 証 券 1億3,762万9千円
出資による権利 1億8,687万6千円

■借入金の残高� （単位：千円）
会 計 名 称 残　高

一般会計 6,397,717�
国民健康保険施設特別会計 95,033�
介護老人保健施設特別会計 84,024�
簡易水道特別会計 929,170�
集落排水事業特別会計 1,267,677�

合　　　計 8,773,621�
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町財政状況の公表

　

現
在
の
財
政
健
全
化
法
で
は
、

「
早
期
健
全
化
」
と
「
財
政
再
建
」

の
２
段
階
で
財
政
悪
化
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
と
と
も
に
、
特
別
会
計
や

企
業
会
計
も
併
せ
た
連
結
決
算
に

よ
り
地
方
公
共
団
体
全
体
の
財
政

状
況
を
よ
り
明
ら
か
に
し
て
い
ま

す
。

・
只
見
町
は
３
・
０
％
で
、
昨
年

度
と
同
数
値
で
推
移
し
て
い
ま

す
。

・
早
期
健
全
化
基
準
の
２５
・
０
％

と
比
較
す
る
と
、
こ
れ
を
下
回

っ
て
い
ま
す
。

④
将
来
負
担
比
率

・
一
般
会
計
等
の
借
入
金
や
将
来

支
払
う
可
能
性
の
あ
る
負
担
等

の
現
時
点
で
の
残
高
を
指
標
化

し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可

能
性
の
度
合
い
を
示
す
も
の
で

す
。

・
昨
年
に
引
き
続
き
将
来
負
担
比

率
が
算
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

財
政
健
全
化
法
に
つ
い
て

健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て

■
商
工
費

町
内
利
用
商
品
券
発
行
事
業

	

８
，４
９
６
万
円

飲
食
弁
当
事
業
者
応
援
ク
ー
ポ
ン
事
業

	

２
，２
２
３
万
円

只
見
ス
キ
ー
場
指
定
管
理
料

	

１
，８
６
８
万
円

事
業
継
続
支
援
金
給
付
事
業

	

１
，７
４
０
万
円

■
土
木
費

公
営
住
宅
長
寿
命
化
整
備
事
業

	

５
，４
８
５
万
円

道
路
新
設
改
良
事
業

	

５
，４
２
４
万
円

除
雪
機
械
更
新
事
業

	

４
，２
１
３
万
円

道
路
橋
梁
長
寿
命
化
事
業

	

３
，５
７
１
万
円

■
消
防
費

広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
費
負
担
金

	

２
億
１
，３
９
７
万
円

消
防
施
設
等
維
持
修
繕
事
業

	

１
，７
２
３
万
円

■
教
育
費

民
具
収
蔵
庫
整
備
事
業

	

４
億
５
３
２
万
円

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
費

	

５
，９
３
５
万
円

指
定
文
化
財
保
存
修
繕
事
業

	

４
，８
９
３
万
円

奥
会
津
学
習
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
料

	

４
，１
１
３
万
円

■
災
害
復
旧
費

林
道
過
年
災
害
復
旧
事
業

	

６
，７
９
６
万
円

農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

	

６
，０
６
３
万
円

林
道
現
年
災
害
復
旧
事
業

	

５
，５
８
０
万
円

公
営
企
業
の
経
営
健
全
化

指
標
に
つ
い
て

①
実
質
赤
字
比
率

・
普
通
会
計
の
実
質
赤
字
が
標
準

財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
で
す
。

・
昨
年
度
に
引
き
続
き
赤
字
が
生

じ
て
い
な
い
た
め
、
比
率
は
算

出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

・
全
会
計
の
実
質
赤
字
が
標
準
財

政
規
模
に
占
め
る
割
合
で
す
。

・
昨
年
度
に
引
き
続
き
赤
字
が
生

じ
て
い
な
い
た
め
、
比
率
は
算

出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

③
実
質
公
債
費
比
率

・
借
入
金
（
地
方
債
）
の
返
済
額

及
び
こ
れ
に
準
じ
る
額
の
大
き

さ
を
指
標
化
し
、
資
金
繰
り
の

程
度
を
示
す
も
の
で
す
。

⑤
資
金
不
足
比
率

・
公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
公

営
企
業
の
事
業
規
模
で
あ
る
料

金
収
入
の
規
模
と
比
較
し
て
指

標
化
し
、
経
営
状
態
の
悪
化
の

度
合
い
を
示
す
も
の
で
す
。

・
昨
年
度
に
引
き
続
き
資
金
不
足

が
生
じ
て
い
な
い
た
め
、
該
当

あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

（
財
政
健
全
化
法
）
に
よ
り
、
全
て
の
地
方
公
共
団
体

に
お
い
て
財
政
健
全
化
に
か
か
る
各
指
標
の
公
表
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

只
見
町
の
各
指
標
の
状
況
は
表
の
と
お
り
で
す
。

令
和
２
年
度
も
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
り
ま
し
た

【
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
の
公
表
】

※該当額または該当比率が算定されない場合は「－」と表示されます。
早期健全化基準…基準を超えると財政健全化計画の策定が義務付けられ、国への報告

義務を負います。
財政再生基準……基準を超えると財政再生計画の策定が義務付けられ、事実上総務大

臣の同意を得なければなりません。

※資金不足額が生じていない場合は「－」と表示されます。

■財政健全化指標
指　　　標 令和2年度�

決　算
令和元年度�
決　算 比較増減 早期健全化�

基　準
財政再生�
基　準

健
全
化
判
断
比
率

①実質赤字比率 ―% ―% ―% 15.0% 20.0%
②連結実質赤字比率 ―% ―% ―% 20.0% 40.0%
③実質公債費比率 3.0% 3.0% 0.0% 25.0% 35.0%
④将来負担比率 ―% ―% ―% 350.0%

指　標 会　計　名 令和2年度�
決　算

令和元年度�
決　算 比較増減 早期健全化�

基　準
⑤資金不足比率 簡易水道特別会計 ―% ―% ―% 20.0%

集落排水事業特別会計 ―% ―% ―% 20.0%
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３　寄附をいただいた皆様
　令和２年度において寄付をいただいた皆様で公開に了承いた
だいたお名前は、只見町公式ホームページに公表させていただ
きます。

只見町公式ホームページ（ふるさと納税関連ページ）
➡https://www.tadami.lg.jp/
� furusato/index.html

　令和２年度以前にいただいた寄附金の中から、令和２年度に９,３５０,０６９円を以下のとおり活用させてい
ただきました。

【令和２年度　実施事業の概要】

延件数 寄附合計額
令和２年度　寄附状況 773件 13,410,995円

【内訳】�
寄附件数 寄附金額

（１）自然と共生するまちづくりに関する事業（自然保護、雪と共存等） 205件 3,010,000円
（２）住みやすいまちづくりに関する事業（教育、子育て、高齢者福祉等） 140件 3,585,000円
（３）働きがいのあるまちづくりに関する事業（農林水産業・観光商工業の振興等） 45件 570,000円
（４）JR只見線の復旧・復興・利用促進に関する事業 216件 3,190,995円
（５）その他の事業 9件 215,000円
（６）指定なし 158件 2,840,000円

　令和２年度の「自然首都・只見」応援基金に、只見町が目指す「まちづくり」にご賛同いただいた皆様
から多くの寄附をいただき、下記のとおり活用いたしましたので報告させていただきます。

１　寄附状況について

２　寄附金の使途

「自然首都・只見」応援基金　事業報告

項　　　目 事　業　名 事 業 概 要 事業費
自然と共生するまち
づくりに関する事業 学術調査研究事業助成事業 町内の自然や文化の調査

研究に研究費等を助成 ５,１０５,７２９円

住みやすいまちづく
りに関する事業

保育所備品等整備事業 只見町内三保育所の備品
整備 １,２２２,４５０円

明和小学校ジャングルジム更新事業 明和小学校のジャングル
ジム更新 １,３２０,０００円

働きがいのあるまち
づくりに関する事業 除雪オペレーター育成支援事業 除雪オペレーターの育成

支援 １００,０００円

その他の事業

ブナセンター、小・中学校図書整備事業
（只見あしながおじさん事業）

ブナセンター、小・中学
校への図書購入 ９８８,１２４円

家庭劇場（只見あしながおじさん事業） 児童劇公演の開催 ３８５,５１６円

介護老人保健施設・こぶし苑備品等整備
事業（只見あしながおじさん事業） こぶし苑の備品整備 ２２８,２５０円

▲家庭劇場

【寄付金を活用した事業例】

令和２年度
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　町では、ふるさと納税制度による町への寄附促進と、地元特産品のＰR、販売促進等に伴う地元事業
者の活性化を図るため、寄附者へのお礼の品を贈呈する商品やサービスを提供する事業者（以下「協力
事業者という。）を募集しています。

（１）各種法規則、条例等に沿った生産・製造を行っていること。
（２）本社（本店）、支社（支店）、事業所、工場等が町内にある企業、団体又は個人事業者であること。
（３）代表者等が、暴力団による不当な行為の防止等に関する法律に掲げる暴力団の構成員でないこと。
（４）町税等を滞納していないこと。
（５）個人情報を取り扱う場合、十分に留意いただけること。

（１）次の条件を全て満たしている商品等を募集します。
①町の魅力が体感できる商品、町のＰRにつながる要素を持った商品であること。
②次のいずれかに該当していること。
ア　町内で生産、製造、加工されており、町内で販売されているもの
イ　町内の原材料を使用しており、町内で販売されているもの
③品質及び数量の面において安定供給が見込めること。
※ただし、期間限定・数量限定で供給可能なものも取り扱う。
④飲食物の場合は、原則出荷後７日以上の賞味期限が保障されること。

（２）価格の区分

（１）町ホームページ、ふるさと納税ポータルサイトのホームページにお礼の品の画像、商品名、事業者
名等を掲載します。

（２）お礼の品発送時に、自社製品等のパンフレットを同封していただくことで、自社製品の販売促進、
ＰRが可能です。

　随時募集しています。

　役場地域創生課創生企画係に、電話でお申し込みください。手続き等についてご案内します。

〒９６８－０４２１　只見町大字只見字町下２５９１－３０
只見町役場地域創生課創生企画係　ＴＥＬ ０２４１－８２－５２２０

１　募集の要件

２　募集するお礼の品

３　協力事業者のメリット

４　申込期間

５　申込方法

６　申込み・問合せ先

協力事業者を募集しています
ふるさと納税のお礼の品を提供する

区分 寄附金額 お礼の品の価格
（税込み、梱包代込み、送料別）

① ５，０００円以上 １，５００円以下
② １０，０００円以上 ３，０００円以下
③ １５，０００円以上 ４，５００円以下
④ ２０，０００円以上 ６，０００円以下
⑤ ２５，０００円以上 ７，５００円以下

区分 寄附金額 お礼の品の価格
（税込み、梱包代込み、送料別）

⑥ ３０，０００円以上 ９，０００円以下
⑦ ４０，０００円以上 １２，０００円以下
⑧ ５０，０００円以上 １５，０００円以下
⑨ １００，０００円以上 ３０，０００円以下
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　町職員の給与は、国や県の勧告を基に町議会の議決を得て条例に基づき支給されています。
　今月は、町民の皆さんに一層のご理解をいただくため、そのあらましをお知らせします。
　この公表は、只見町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例によります。

令和２年度　人事行政運営等の状況

（１）人件費の状況（令和2年度一般会計決算）

区　分 歳出額
Ａ（千円）

人件費
Ｂ（千円）

職員給与
Ｃ（千円）

人件費率
Ｂ／Ａ

職員給与費率
Ｃ／Ａ

令和2年度 6,294,337 881,985 608,530 14.01％ 9.67％
㊟この表は町財政（歳出額）に占める人件費・職員給与費の割合を示しています。人件費（Ｂ）には常勤・非常勤の特別職、議員等に支給される

給料、報酬などを含みます。職員給与費（Ｃ）は、人件費の内一般職員の基本給（給料、扶養手当）及びその他の手当（期末・勤勉手当、時間外
勤務手当等）の支給額で、地方公務員共済組合負担金、退職手当負担金を除いたものです。

（２）職員（一般行政職）の平均給料月額及び平均年齢の状況
区　　分 平均給料月額 平均年齢
令和元年度 315,800円 41.8歳
令和2年度 311,472円 41.3歳

（３）職員（一般行政職）の初任給の状況
区　　分 高校卒 大学卒
令和元年度 151,900円 184,900円
令和2年度 153,900円 186,500円

（４）行政職の級別職員数の状況（令和2年４月1日現在：一般事務職【税務職、福祉職除く】）
区　分 1級 2級 ３級 ４級 ５級 ６級

計標準的な
職名

主事・　
主事補等 副主査等 主任主査

・主査等 副課長等 課 長 等 参　　事

職員数 　8人 　9人 24人 14人 7人 2人 64人
構成比 　12.5％ 14.1％ 37.5％ 　21.9％ 10.9％ 3.1% 100％

㊟行政職員の給料は職務の責任の度合いに応じて６級に分かれています。（平成18年４月改定）

（５）職員の手当の状況（令和2年４月1日）
区　分 期末手当 勤勉手当
6月期 1.275月分 0.95月分

12月期 1.225月分 0.95月分
計 2.500月分 1.90月分

（６）特別職の報酬などの状況
区　分 職 給料・報酬

（月額）
期末手当

（支給割合）

給　料
町　長 677,700円 •6月期

　1.675月分

•12月期
　1.625月分

計3.30月分

副町長 541,800円
教育長 514,800円

報　酬
議　長 270,900円
副議長 209,700円
議　員 189,900円

（７）職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
①一般職員の勤務時間の状況および有給休暇取得状況
正規の勤務時間

（1週間）
正規の勤務時間

（1日） 勤務開始時間 勤務終了時間 休憩時間 有 休 休 暇
平均取得日数

有休休暇
取 得 率

38時間45分 7時間45分 8時30分 17時15分 12時00分～
13時00分　 10.5日 29.3％

※有給休暇平均取得日数おおび有給休暇消化率は、令和2年1月1日から令和2年12月31日までのものです。

②職員の休暇

休暇の種類 年次（有休）
主な特別休暇

結婚 産前産後 妻の出産 子育て 忌引 夏季

付与日数 1年に20日※ 7日以内 産前8週間、
産後8週間 2日以内

7日以内
（2人以上の場合

　10日以内　）
続柄により
1日～10日 5日以内

※20日を超えない範囲内の残日数は、翌年に繰り越し可能です。
　令和2年度中の育児休業取得職員…４人
　令和2年度中の介護休暇取得職員…0人
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（８）職員の任免と職員数に関する状況
①採用職員と退職職員

区　　分 採用者数（A） 退職者数（B） （A）－（B）
一 般 行 政 職 5人 6人 △1人
保 育 士 0人 0人 0人
保健師・看護師 0人 2人 △2人
医 師 0人 0人 0人
合 計 5人 8人 △3人

※採用者は令和2年4月1日付け新規採用者です。（短時間再任用は除く。）
※退職者は令和2年4月1日から令和3年3月31日までの退職者です。

②部門別職員数（各年度４月1日現在）

区　分
種　別 一　般　行　政　部　門 特別

行政 公営企業部門
合計

部　門
議

会

総

務

税

務

民

生

衛

生

農

林

商

工

土

木

教

育

病

院

水

道

下
水
道

そ
の
他

職員数
令和元年度 2 31 4 16 4 7 7 3 8 14 1 1 7 105
令和2年度 2 31 4 16 4 7 7 2 8 13 1 1 6 102

令和元年度：2年度
比　較　増　減 -1 -1 -1 -3

㊟部門区分は、国の定員管理調査基準による区分です。

（９）職員の服務の状況
営利企業等従事許可

承認件数 17件
職務専念義務免除

承認件数 119件
免除事由 各種検診受診、消防団活動など

（10）職員の研修と勤務成績の評定の状況
①研修開催状況

件　　数 参加者数
18回 延べ127人

②勤務成績の評定の状況
　各職員の年1回の昇給時期に勤務成績の評定を行って
おります。

（11）職員の福祉と利益の保護の状況
①職員の健康の保持増進対策

種　　類 受診者数
生活習慣病健診 38人
人 間 ド ッ ク 33人
その他の検診 延べ45名

②公務災害等の発生状況……2人

（12）勤務条件に関する措置の要求の状況� ………なし

（13）不利益処分に関する不服申立ての状況�……なし

（14）職員の分限及び懲戒処分の状況
分限処分者数 懲戒処分者数

免職 休職 降任 降級 合計 免職 停職 減給 戒告 合計
0人 2人 0人 0人 2人 0人 1人 0人 0人 1人
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只
見
町
議
会
９
月
会
議

松
永
さ
ん
（
只
見
中
３
年
）
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
を
国
連
に
報
告　

只
見
町
介
護
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
な
ど
が
可
決

世
界
が
認
め
る
只
見
中
学
校
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動

▲返事が来たことを報告に来てくださりました

▲松永さんが国連本部に送った手紙の一部（写し）

　

只
見
町
議
会
９
月
会
議
に
お
い
て
、
介

護
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
や
商
品
券
・

お
食
事
券
の
配
布
事
業
、
返
還
免
除
型
奨

学
金
事
業
の
条
例
や
補
正
予
算
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

〇
介
護
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業

　

町
に
登
録
さ
れ
て
い
る
事
業
者
の
介
護

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
場
合
に
、
利
用
者

の
運
賃
負
担
が
、
町
内
利
用
は
２
０
０
円
、

町
外
利
用
は
運
賃
の
２
分
の
１
（
助
成
額

上
限
１
５
，０
０
０
円
）
に
な
り
ま
す
。

（
利
用
者
負
担
額
参
考
）

会
津
若
松
市
片
道
：
約
１
５
，０
０
０
円

田
島
町
片
道
：
約
７
，０
０
０
円

※
発
着
地
に
よ
り
金
額
が
異
な
り
ま
す
の

で
参
考
と
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

10
月
１
日
現
在
の
登
録
事
業
者
は
「
ふ

な
き
介
護
タ
ク
シ
ー
」
で
す
。
引
き
続
き
、

登
録
事
業
者
を
増
や
す
等
、
利
用
し
や
す

い
環
境
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

○
助
成
金
申
請
問
合
せ

　

保
健
福
祉
課　

☎
84
－
７
０
１
０

※
ふ
な
き
介
護
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
、

広
報
た
だ
み
９
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
商
品
券
・
お
食
事
券
の
配
布
、
返
還
免

除
型
奨
学
金
に
つ
い
て
は
、
後
日
お
し

ら
せ
ば
ん
や
広
報
た
だ
み
で
お
伝
え
い

た
し
ま
す
。

　
只
見
町
で
も
高
齢
化
が
進
み
、
介
護

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
方
が
増
え
て

い
る
か
と
思
い
ま
す
。
介
護
タ
ク
シ
ー

利
用
助
成
制
度
は
、
介
護
を
必
要
と
さ

れ
る
方
の
経
済
的
負
担
が
軽
く
な
り
、

気
軽
に
お
買
い
物
な
ど
に
行
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
と
し
て
も
そ
の
よ
う
な
方
々
の
手

助
け
に
な
り
、
喜
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
声
が

け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
患
者
等
搬
送

事
業
」
の
事
業
者
認
定
を
受
け
ま
し
た

の
で
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
と

思
い
ま
す
。

ふ
な
き
介
護
タ
ク
シ
ー

�

船
木　

孝
行
さ
ん

※
「
患
者
等
搬
送
事
業
」
と
は
、
正
し
い

応
急
手
当
や
搬
送
法
に
つ
い
て
の
講
習

を
修
了
す
る
な
ど
、
利
用
者
が
安
心
安

全
に
利
用
す
る
た
め
に
、
消
防
署
が
一

定
要
件
を
満
た
し
た
事
業
所
を
認
定
す

る
制
度
で
す
。

○
ふ
な
き
介
護
タ
ク
シ
ー
問
合
せ

　

☎
０
９
０
－
９
０
３
６
－
９
１
３
１

　

只
見
中
学
校
３
年
生
の
松
永
佳
音
さ
ん

は
今
年
３
月
、
古
新
聞
で
作
成
す
る
「
新

聞
レ
ジ
袋
」
な
ど
の
取
り
組
み
を
紹
介
す

る
英
語
の
手
紙
に
、
間
伐
材
で
作
成
し
た

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
バ
ッ
ジ
を
同
封
し
、ア
メ
リ
カ
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
に
送
り
ま
し
た
。

　

そ
の
手
紙
の
返
信
と
し
て
、
９
月
６
日

に
国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
チ
ー
ム
か
ら
感
謝

の
手
紙
と
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
テ
ー
レ
ス
事

務
総
長
の
直
筆
署
名
の
入
っ
た
肖
像
写
真

が
届
き
ま
し
た
。

　

松
永
さ
ん
は
「
返
信
が
来
た
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
取
り
組
み
が
世

界
に
も
届
い
て
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
こ
と
は
９
月
18
日
に
行
わ
れ

た
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
総
会
で
只

見
町
の
取
組
み
と
し
て
報
告
さ
れ
、
只
見

中
学
校
で
作
成
し
た
新
聞
レ
ジ
袋
や
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
バ
ッ
ジ
を
町
内
商
店
等
で
利
用
し
て

も
ら
う
な
ど
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
み
が
、

日
本
国
内
外
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
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NEWS&FLASH

沢
山
の
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

福
島
県
優
良
道
路
愛
護
団
体
等
表
彰
式

選
挙
管
理
執
行
の
功
績
を
称
え
る

令
和
３
年
度
集
落
座
談
会

只
見
町
道
路
河
川
愛
護
会
が
受
賞

渡
部
英
弥
さ
ん
へ
表
彰
状
伝
達

　

６
月
21
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
に
集
落

座
談
会
を
、
17
ヶ
所
（
23
集
落
）
で
開
催

し
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
地

域
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
・
ご
要
望
は

各
課
で
検
討
し
、
今
後
の
町
政
運
営
に
生

か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▲多くのご意見が集まりました

▲受賞報告をされた鈴木会長（中）

▲表彰状を受け取った渡部英弥さん（右）

ご意見・ご要望の一部と回答
ご意見・要望 回　　　答

TNI工業の跡地には
企業誘致をしないの
か、何か有効活用でき
ないものか

TNI工業との契約で更地にして年内に返すよ
うお願いしている。町の方で工業用地として位
置づけしているため、同じような工場事業で活
用したい。

放置されたままの畑が
増えてきている。なん
とかしたい。

田んぼは補助整備が充実していたが、畑は個人
任せになってしまっていた所があった。全国の
事例を見ると貸し農園などの例もある。研究し
ていきたい。

空き家バンクへの登録
は、良い状態の物件で
ないと駄目だろうか。

状態がいい方が良い。バンクへ登録するための
改修補助や買った人への改修補助、家財処分補
助など用意しているので活用して欲しい。

先進的な磐梯町や教育
面に優れた西会津町が
羨ましい。只見町で推
進しているものを教え
てほしい。

良いところは取り入れていきたい。今はワーケ
ーションというものがあり、只見町はその環境
に適していると思うので準備していきたい。ま
た、モンベルと包括協定を結んだ。ユネスコエ
コパークにも登録された豊かな自然を生かした
事業を考えていきたい。

過疎対策について具体
的な事業内容を教えて
ほしい。

U・Iターン者へ向けた補助金や奨学金返還補
助等がある。TNIの工場閉鎖については、町
内企業に向けて社会保険料を町で助成する条例
を議会で可決いただいた。また奨学資金の返還
補助を医療関係等だけでなくすべての職種に対
応した制度の整備を進めている。

過去の３振興センター
で開催していた形でな
く、集落単位で回る形
で続けてほしい。

毎年続けていきたいと考える。

　

令
和
３
年
度
福
島
県
優
良
愛
護
団
体
等

表
彰
式
が
、
８
月
23
日
に
南
会
津
合
同
庁

舎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。表
彰
式
で
は「
只

見
町
道
路
河
川
愛
護
会
」
が
、「
福
島
県

道
路
愛
護
会
長
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、「
20
年
以
上
、
町
内

の
国
道
・
県
道
・
町
道
を
各
地
区
が
協
力

し
、
春
と
夏
の
年
２
回
の
清
掃
活
動
な
ど

が
良
好
な
道
路
環
境
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
る
」
と
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

只
見
町
道
路
河
川
愛
護
会
長
の
鈴
木
厚

さ
ん
は
、「
集
落
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
お

か
げ
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

前
只
見
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
の

渡
部
英
弥
さ
ん（
黒
沢
）が
「
福
島
県
市
町

村
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
表
彰
」
を
受

け
、
只
見
町
選
挙
管
理
委
員
長
の
舟
木
和

一
さ
ん
が
表
彰
状
の
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

　

渡
部
さ
ん
は
、
平
成
24
年
12
月
26
日
か

ら
平
成
28
年
12
月
25
日
の
４
年
間
は
選
挙

管
理
委
員
と
し
て
、
令
和
２
年
12
月
25
日

ま
で
の
４
年
間
は
委
員
長
と
し
て
務
め
ら

れ
、
計
８
年
間
正
し
い
選
挙
の
推
進
に
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。
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スマート・ライフ・プロジェクトに取り組みましょう
　スマート・ライフ・プロジェクトは、厚生労働省が行っている、食事、運動、けんしん、そして禁煙
の４つの柱で健康づくりをサポートするプロジェクトです。

診査を受けていますか?
　通常の健康診査は、労働安全衛生法や高齢者医療確保法で職場や自治体で実施することが定められて
います。その内容は身体計測、血液検査、尿検査等の基本的なものが中心です。
　健康診査の結果は、ご自身の普段の生活習慣を表しており、特に血液検査の結果は食事の内容が反映
されています。人生100年時代を健康でより活き活きと自分らしく生きていくために、健診結果で気にな
る所がある場合には、生活習慣の改善をしましょう。

健康診査の基本的な項目
◯既往歴（服薬歴、喫煙習慣を含む）
◯自他覚症状（理学的所見）
◯身長・体重・腹囲・BMI
◯血圧
◯肝機能（AST（GOT）、ALT（GPT）、γ-GT（γ-GTP））

◯脂質（中性脂肪、HDLコレステロール、LDLコレステロール
または�Non�HDLコレステロール）

◯血糖（空腹時血糖またはHbA1c）
◯尿糖・尿たんぱく・尿潜血
◯心電図・眼底・貧血・クレアチニン

生活習慣病とは
　不適切な食生活、運動不足、喫煙、アルコール摂取過剰により起こる病気です。
　生活習慣病は自覚症状に乏しく日常生活に大きな支障はありませんが、健康診査で発見された後に、
基本となる生活習慣の改善がされず重症化すると、心筋梗塞、脳梗塞、慢性腎不全となり、その他重症
の合併症（糖尿病の場合：人工透析、失明など）	に進展する可能性があります。

習慣ごとの生活習慣病

食 習 慣 糖尿病、肥満、高脂血症、高尿酸血症、
循環器病、大腸がん、歯周病等 喫 煙 肺扁平上皮がん、循環器病、

慢性気管支炎、肺気腫、歯周病等
運動習慣 糖尿病、肥満、高脂血症、高血圧症等 飲 酒 アルコール性肝疾患等

毎日プラス10分の身体活動
◯毎日なら、10分のはや歩き。

苦しくならない程度にスピードをあげて早歩き。それは立派な「運動」になります。生活習慣病の予
防に効果がある運動として早歩きは、すでに科学的に実証されています。

◯あと10分歩きましょう。
生活習慣病の予防には男性で9000歩、女性で8000歩が目安といわれていますが、平均的な歩数から
考えると足りないのはあと1000歩。時間にして10分程度多く歩くだけで十分に効果があります。

1日あと100gの野菜をプラス
日本人は1日250gの野菜を摂っています。生活習慣病予防のためには350gの野菜が必要です。1日に
＋100gの野菜摂取で健康寿命を延ばしましょう。

健診・検診で定期的な健康チェック
健診・検診の受診は定期的に自分を知ることができます。早期には、自覚症状がないという病気は少な
くありません。そのようなリスクを早期に発見し、対処していくためには、無症状のうちから定期的に
自分の体の状態を知っておくことが重要です。

禁煙でタバコの煙をマイナス
タバコを吸うことは健康を損なうだけでなく、肌の美しさや若々しさを失うことにも繋がります。タバ
コをやめて健康寿命を延ばしましょう。
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定期的な健診だけでなく日々の自分の状態を確認することが大切
①体重測定をする（BMIと体脂肪率がわかり肥満を防ぐことができる）
体重計はBMIや筋肉量、体脂肪率を測定できるものがおすすめです。
体重とともに体脂肪率が表示される体重計も増えていますので、一日のうち一定の時間帯に測定する
のであれば、減量モチベーションを高める目安として用いてもよいと思います。

BMIを計算してみましょう（体重（㎏）÷身長（m）の２乗）
例１）身長150㎝、体重50㎏の人の場合
　　　50kg÷1.5mの２乗＝22.22
例２）身長170㎝、体重80㎏の人の場合
　　　80kg÷1.7mの２乗＝27.68

②血圧測定をする（高血圧症を未然に防ぐことができる）

※参照（日本高血圧学会「高血圧治療ガイドライン2019」）

「生活習慣の改善」には
肥満解消、減塩

アルコールの過剰摂取をしない
ことが必要です

みなさんは、毎年必ず健康

日本肥満学会の基準
BMI 基準

18.50未満 痩せ
18.50以上～25.00未満 普通体重
25.00以上～30.00未満 肥満（1度）
30.00以上～35.00未満 肥満（2度）
35.00以上～40.00未満 肥満（３度）

40.00以上 肥満（４度）

上
腕
測
定
タ
イ
プ

上
腕
挿
入
タ
イ
プ
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ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。　　地域創生課　☎ 82－5220　Fax 82－2117

只見高校生を激励
進路講演会「目標達成の秘訣～自分を磨く三分間」

自然観察会「夏のブナ林で昆虫観察会」

おおきなかぼちゃにビックリ
只見小におばけかぼちゃの寄贈

　エアレース・パイロットの室屋義秀さんが、８月２７日
に只見高校で「目標達成の秘訣～自分を磨く３分間～」を
演題に講演をされました。
　室屋さんはエアレースを始めたきっかけや海外でのエピ
ソードを交えながら、「海外の選手は『俺ならできる』と当
然のように話す。失敗を恐れないで最初の一歩を踏み出し
て欲しい。君たちにならできるよ」と楽しい未来のイメー
ジを持つことの大切さと生徒への激励の言葉を送りました。
◯室屋義秀さん

エアレース・パイロット。201７年レッドブル・エアレース・ワー
ルドシリーズでは、アジア人初となる年間総合優勝。福島県県民栄誉
賞、ふくしまスポーツアンバサダーなど受賞。

　只見町ブナセンター主催の自然観察会「夏のブナ
林で昆虫観察会」を、８月２８日（土）に梁取のブナ
林（学びの森）で開催し、17人が参加しました。
　参加者はブナセンター職員の解説で、ブナ林内で
見られた生きものや昆虫調査用のトラップにかかっ
ていた昆虫を観察しました。夜行性のため普段あま
り目にすることのないオサムシの仲間やブナを食べ
るカミキリムシなどが見られ、参加者は実物を観察
しながらブナ林に生息する昆虫の生態について理解
を深めました。

　羽染達子さん（只見）が、只見小学校におばけか
ぼちゃを寄贈されました。羽染さんは、約１０年間
毎年秋になると、おばけかぼちゃを寄贈されている
とのことで、「こどもたちの日常の中の刺激になっ
て、喜んでくれたら嬉しい」と話しました。
　かぼちゃを見た児童は「凄く大きくてびっくりし
ました」と感想を話しました。
　寄贈されたかぼちゃは児童玄関に飾られ、ハロウ
ィンシーズンに華を添えると共に、児童の登下校を
見守っています。

▲「今日からほんの少しずつやってみよう」と生徒へ語る
室屋さん

▲ブナ林に生息するセミ類の解説を聞く参加者

▲おおきなかぼちゃに足をとめた児童
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

自己ベストに挑戦！
小学校陸上記録交歓会

みんな一生懸命頑張りました
保育所で運動会

　「第５１回只見町小学校陸上記録交歓会」が、９月２２日に
町下運動広場で開催され、町内３小学校の５、６年生が参加し
ました。
　今年からリレーが男女混成競技となりましたが、どのチーム
も息の合ったバトンパスで、ゴールまで一生懸命に走りました。
　女子ジャベリックボール投げでは、只見小６年の五十嵐愛葉
さんが大会新記録を更新しました。

　町内３保育所の運動会が開催され、園児たちが
元気いっぱいに各種目に取り組みました。
　会場を訪れた保護者は園児たちに声援を送り、
園児たちもそれに後押しされるよう一生懸命に頑
張りました。転んでしまった園児も最後まで泣か
ずに競技をしました。
　保護者参加の競技では、息を揃えてゴールを目
指し、親子の絆を深めました。

▲リレーでは見事なバトンパスをつなぎました

▲「あいうえおんがく♬」（１５日/朝日保育所）▲「つなひき」（１６日/明和保育所）

▲「紅白玉入れ」（１４日/只見保育所）

第５１回只見町小学校陸上記録交歓会　入賞者（３位まで）※敬称略�
1　位 2　位 ３　位

男
　
　
子

1000m 三瓶　叶翔（只・６）３分３2秒７ 岩佐　澪乃（朝・６）３分３４秒６ 加藤　　彰（只・５）３分３５秒４
100ｍ 木津　大翔（朝・６）1４秒2 青山　　翔（只・６）1６秒2 三瓶　智大（朝・６）1９秒1
80ｍハードル 梁取　　暖（明・６）1５秒1 渡部　悠希（朝・５）1６秒1 矢沢　博哉（只・６）1７秒３
走り幅跳び 矢沢　悠樹（明・６）３ｍ９８㎝ 齋藤　　珀（只・５）2ｍ９2㎝ 増田　　巧（朝・５）2ｍ５８㎝
走り高跳び 齋藤　充希（明・５）1ｍ10㎝

伏見　英哲（明・６）1ｍ10㎝
ジャベリックボール投げ 目黒純乃介（明・６）４0ｍ９５㎝ 山内　珠樹（明・５）４0ｍ８㎝ 菊地　　煌（明・５）３９ｍ６９㎝

女
　
　
子

800ｍ 角田　　杏（明・５）2分５９秒４ 矢沢　　栞（只・６）３分0４秒2
100ｍ 三瓶　結葵（明・５）1６秒1 鈴木　雛乃（只・６）1６秒2 目黒ゆまり（朝・５）1６秒９
80ｍハードル 湯田　桃杏（只・６）1５秒６ 大竹　杏奈（只・６）1５秒９ 新國菜々香（只・６）1６秒４
走り幅跳び 菊地　華恋（明・５）３ｍ12㎝ 菅家　凛 （々只・６）2ｍ８４㎝ 湯田　桜杏（只・６）2ｍ７３㎝
走り高跳び 山内　悠愛（明・６）1ｍ0９㎝ 星　柚子葉（明・６）1ｍ0３㎝
ジャベリックボール投げ 五十嵐愛葉（只・６）３５ｍ７４㎝
男女混合リレー 明和小　1分02秒３ 只見小　1分02秒８ 朝日小　1分0４秒1
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地域おこし協力隊として Vol.82

　今年４月より朝日診療所の看護師長を務めております馬場トシ子です。
　早いもので半年が過ぎましたが、ご挨拶が遅れてしまい申し訳ありませんでした。新型コロナウイル
ス感染症の影響が長期化しておりますが、医師やスタッフの皆さんに支えられながら、感染症対策やワ
クチン接種などにも取り組んでおります。日々責務の重さを感じておりますが、精一杯努めていきます
のでよろしくお願いいたします。
　さて、今回は私から朝日診療所の「医療安全活動」についてお話ししたいと思います。この言葉にな
じみのない方が多いかもしれませんが、医療に従事する全ての職員が患者さんの安全を最優先とし、そ
の実現のために行う組織活動のことです。
　まず医療安全活動は、患者さんを正しく認識することから始まります。違う名前を呼ばれても、聞き
間違いや思い込みで自分だと思ってしまい、診察室や検査室に別の患者さんが入ってくることがあり
ます。
　また、医療安全活動には患者さんの協力も求められています。例えば、入院中にリストバンドを装着
するようお願いしたり、誤認防止のためにお名前を名乗っていただくことなども実はこの活動の一環と
なります。診察に来るといろいろな場面で名前を聞かれ、「看護師に聞かれたのに、今度は検査の人に
も……何回も聞かれてわずらわしい」と感じると思います。しかし、患者さんの安全を守るための活動
ですので是非ご協力お願いいたします。
　今後、皆さまからの「こんなヒヤッとしたことがあったけど……」といった声も大事にしていきたい
と思います。外来待合室とトイレ前に『意見箱』を設置してありますので、是非お気軽にご意見をお寄
せください。
　住み慣れた地域で安心して生活できるよう、多職種の方々と連携し、地域の皆さまから選ばれ、信頼
される診療所となるよう努めて参りたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

　８月２９日の晴れた日曜日の只見駅前は、只見線全線開通５０周年を祝う沢山の人で溢れていました。
久し振りに見る賑わいは、やはり街に活気をもたらします。未だその日は決まっていないものの、来年
の只見線全線再開通の日は、５０年前の５千人には及ばないかもしれませんが、町民始め全国から鉄道
ファンなどが集まり、５０年前の全線開通日を彷彿させる大賑わいが見られることでしょう！今から楽
しみです！！そして、復旧に関わってくださった方々に一町民として感謝したいと思います。
　自分自身も鉄道ファン（主に乗り鉄）ですが、身近にあった只見線は最も愛着のある路線です。中学
生だった５０年前は小旗を振って列車を迎えたのを覚えています。中学卒業を機に只見を離れたのが只
見駅、帰省の度に小出から只見線に乗り、円形校舎を横に見ながら降り立ったのも只見駅だったことが
蘇ります。若い頃は上野発の上越線夜行急行で小出に降り立ち、只見線の始発で帰ってきたことも思い
出されます。
　２０１１年の新潟福島豪雨に伴う被災前の只見線は、乗降客数が減少傾向ではあったものの、「紅葉
が美しい鉄道路線」や「雪景色のきれいなローカル線」など、鉄道路線に関するアンケートで常に上位
にランキングされ、「ローカル線の横綱」とも呼ばれて高い支持と愛好者の多い鉄道路線でしたが、今
でも第一只見川橋梁などのビュースポットに多数の観光客が訪れる人気路線です。
　そんなローカル線の完全復活劇は、全国のみならずＳＮＳで認知度が高まった海外からも注目の的で
す。１番列車の到着は全国ニュースにもなるのではと想像されます。そして、その１番列車やＳＬが第
八只見川橋梁や叶津川橋梁を走る雄姿を想像すると胸が高鳴ります。
　現在、地域おこし協力隊として全線再開通を見据えた「駅前賑わい創出事業」の手伝いをさせていた
だいていますが、駅前の賑わいも“復活”できるよう少しでも力になれればと思っています。

朝日診療所
看護師長
� 馬場トシ子

只見町　　　　　
観光振興協力隊　

横
よこ

山
やま

　儀
よし

巳
み

「賑やかだった只見線全線開通５０周年の一日」

広報ただみ診療所
診療所の「医療安全活動」について

〜安全な医療を受けていただくためのお願い
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　只見ユネスコエコパークは只見町全域と隣接する檜枝岐村の一部地域
で構成され、総面積78,032haを誇ります。この地域の豊かで貴重な自然
環境や生物多様性、それらをより所とする住民生活の関係性（下図）が、
人と自然の共生の国際モデルとしてユネスコに認められています。

只見ユネスコエコパークの自然とくらし
連載❸ ユネスコエコパーク

豪雪が育む景観
―「雪食地形」と「モザイク植生」―
　只見の山々は、比較的もろい凝

ぎょうかいがん

灰岩を
基岩とするため、冬季の豪雪で山の斜面
は雪

な だ れ

崩でけずられ「雪食地形」がつくら
れています。
　この急

きゅうしゅん

峻で複雑な立地環境の山々に、それ
ぞれに適応したブナ林をはじめとした多様な
植生が成立し、植生がモザイク状に配置され
ています。こうした景観は標高1,000ｍ以下
の山地帯では極めて珍しく、自然度の高い状
態で残されています。

只見の自然をより所とした
生活文化
　只見地域に人が本格的に住み始めたの
は縄文期と考えられ、現在でも縄文文化

（狩猟、採集、漁
ぎょ

撈
ろう

）を底流とする、集落
背後の山から生活に必要なものを手に入

れる生活文化があります。また、豊かな自然
環境は良質な農産物の生産を支えています。

豊かな生態系を象徴する動植物
　変化に富む植生は、多様な野生生物の生育・
生息を可能にします。豊かな生態系を象徴す
る大型猛禽類のイヌワシ、クマタカ、大型哺
乳類のツキノワグマが高密度で生息するとと
もに、多雪地帯に生育する希少種ヒメサユリ、
近年新種記載されたタダミハコネサンショウ
ウオが見られます。

ヒメサユリ タダミハコネ　
サンショウウオ

ツキノワグマ

　こうした自然と人との関わりが只見の価値・魅力であり、これらの継承・発展させるための創意工夫、
協力が求められています。

（適切な　　
利用・管理）

（くらしに必要
なものを提供）

（豪雪が作用し、つくり出される） （雪を克服し、活かすくらし）

豪　雪

自然環境・生物多様性 住民の生活文化

集落背後の雪食地形とモザイク植生

寒冷な気候で保存（ダイコンニュー）

伝統芸能（小林早乙女踊り）

植物を使った編み組細工

豊かな自然が生み出す美味しい米

代表的植生のブナ林

乾燥ゼンマイづくり

山菜・農産物などの田舎料理

様々な蜜源植物を利用した養蜂

薪材利用（低炭素社会の実現）
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総務課　
　総務係　財政係�☎82－5210
地域創生課　
　創生企画係　広報広聴係
　ユネスコエコパーク推進係
� ☎82－5220
町民生活課
　税　務　係� ☎82－5110
　町　民　係� ☎82－5100
保健福祉課
　保　健　係� ☎84－7005
　福　祉　係� ☎84－7010
農林建設課
　農　林　係� ☎82－5230
　建　設　係� ☎82－5270
観光商工課
　観光係　商工係�☎82－5240
会　計　室� ☎82－5120
議会事務局� ☎82－5300
農業委員会� ☎82－5230
教育委員会� ☎82－5320
学校給食センター�☎84－7180
只見保育所� ☎82－2219
朝日保育所� ☎84－2038
明和保育所� ☎86－2249
朝日診療所� ☎84－2221

（歯科）� ☎84－2612
こぶし苑� ☎84－2101
只見振興センター�☎82－2141
朝日振興センター�☎84－2111
明和振興センター�☎86－2111

電話番号

税

今
月
の
納
期

10
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
固
定
資
産
税
（
３
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
４
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
10
月
分
）

●
介
護
保
険
料
（
４
期
）

●
後
期
高
齢
者
保
険
料
（
３
期
）

「
第
39
回
南
会
津
地
方
統
一

防
火
標
語
」
募
集

秋
の
行
政
相
談
週
間

お
知
ら
せ

　

10
月
18
日（
月
）か
ら
24
日（
日
）

ま
で
の
一
週
間
は
「
行
政
相
談
週

間
」
で
す
。

　

令
和
３
年
秋
の
火
災
予
防
運
動

の
一
環
と
し
て
、
管
内
の
住
民
か

ら
『
防
火
標
語
』
を
募
集
し
ま
す
。

火
災
予
防
思
想
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
最
優
秀
作
品
（
南
会
津

消
防
設
備
協
会
会
長
賞
）
を
南
会

津
地
方
統
一
防
火
標
語
と
し
て
採

用
し
、
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
は
じ
め

広
く
防
火
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
ま
す
。

一
、
募
集
期
間

令
和
３
年
10
月
18
日（
月
）か
ら

　
　
　
　

11
月
12
日（
金
）ま
で

　

当
日
の
消
印
、
受
信
、
最
終
日

の
持
ち
込
み
ま
で
有
効

二
、
募
集
対
象
者
及
び
テ
ー
マ

【
対
象
者
】

南
会
津
郡
内
に
在
住
の
方

【
テ
ー
マ
】

　

防
火
の
大
切
さ
や
日
頃
の
心
が

け
な
ど
を
表
現
し
た
作
品

三
、
応
募
方
法

　

郵
便
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
電

子
メ
ー
ル
に
て
防
火
標
語
、住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、職
業
、

電
話
番
号
を
必
ず
明
記
の
上
、
左

記
宛
て
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
点
数
に
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。

【
郵
便
は
が
き
か
ら
応
募
】

〒
９
６
７
－
０
０
０
４

南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字
西

上
川
原
乙
65　

南
会
津
地
方
広

域
消
防
本
部
内
南
会
津
消
防
設

備
協
会
「
防
火
標
語
」
係

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
ら
応
募
】

南
会
津
消
防
設
備
協
会
「
防
火

標
語
」
係

FAX
０
２
４
１
－
63
－
３
１
１
４

【
電
子
メ
ー
ル
か
ら
応
募
】

bouka-hyougo@
m
inam

iaizu-
kouiki.jp

【
持
ち
込
み
応
募
先
】

南
会
津
広
域
消
防
署
、
伊
南
出

張
所
、
只
見
出
張
所
、
下
郷
出

張
所
、
舘
岩
分
遣
所
、
檜
枝
岐

分
遣
所

四
、
表
　
彰

南
会
津
消
防
設
備
協
会
会
長
賞

	

１
点

南
会
津
地
方
纏
会
会
長
賞

	

１
点

優
秀
賞　

８
点

　

入
選
さ
れ
た
方
に
は
、
12
月
中

旬
の
表
彰
式
に
お
い
て
賞
状
及
び

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

五
、
発
　
表

　

12
月
中
旬
頃
新
聞
紙
面
お
よ
び

南
会
津
地
方
広
域
消
防
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
す
る
と
と
も
に
、

入
賞
者
に
は
直
接
通
知
い
た
し
ま

す
。

六
、
そ
の
他

〇
複
数
の
方
か
ら
入
選
作
と
同
一

の
応
募
標
語
が
あ
っ
た
場
合
は
、

抽
選
に
よ
り
選
出
し
ま
す
。

〇
最
優
秀
作
品
（
南
会
津
消
防
設

備
協
会
会
長
賞
）
は
、
今
後
１

年
間
南
会
津
地
方
統
一
防
火
標

語
と
し
て
各
種
ポ
ス
タ
ー
等
で

活
用
い
た
し
ま
す
。

〇
作
品
を
使
用
す
る
際
に
は
標
語

と
と
も
に
応
募
者
の
氏
名
及
び

居
住
町
村
を
記
載
い
た
し
ま
す
。

〇
応
募
に
よ
り
取
得
し
た
個
人
情

報
は
厳
正
に
管
理
し
、
目
的
外

に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

七
、
問
合
せ
先

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組

合
消
防
本
部
予
防
課
内　

南
会

津
消
防
設
備
協
会
事
務
局

☎
０
２
４
１
－
63
－
３
１
１
７

　

行
政
相
談
は
、
役
所
（
国
、
県
、

市
町
村
）
な
ど
の
仕
事
に
関
し
て

苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
、
心
配

な
こ
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
、
要

望
し
た
い
こ
と
な
ど
の
相
談
に
応

じ
、
そ
の
解
決
を
お
手
伝
い
す
る

も
の
で
す
。

　

電
話
に
よ
る
相
談
を
随
時
受
付

け
て
お
り
ま
す
。

　

只
見
町
の
行
政
相
談
窓
口
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●
只
見
町
の
行
政
相
談
委
員

渡
部　

あ
き
子　

さ
ん

☎
０
９
０
－
４
０
４
０
－
８
８
９
８

※
本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

行
政
相
談
週
間
の
対
面
窓
口
設

置
は
中
止
い
た
し
ま
す
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
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鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
が
10
月
20
日

ま
で
の
平
日
週
３
日
、
鳥
獣
の
追
い
払

い
や
駆
除
活
動
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

深
津
さ
ん
は
、「
猟
友
会
の
方
々
と

共
に
農
作
物
被
害
の
軽
減
に
向
け
頑
張

り
ま
す
。
町
の
補
助
な
ど
を
利
用
し
て

対
策
し
て
い
た
だ
け
る
と
、
よ
り
被
害

の
軽
減
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
鳥
獣
被
害
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら

役
場
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

◯
補
助
等
問
合
せ

　

農
林
建
設
課
農
林
係

　

☎
82
－
５
２
３
０

　

市
町
村
対
抗
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
に
向
け
て
の
チ
ー
ム
激
励
会
が
、

９
月
13
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
馬
場
大

輔
監
督
（
野
球
）、
馬
場
秀
明
監
督
（
ソ

フ
ト
）
か
ら
「
若
手
が
加
入
し
ま
し
た
。

よ
り
頑
張
り
ま
す
」
と
選
手
紹
介
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
決
意
表
明
で
、

小
林
拓
矢
主
将
（
野
球
）
が
「
一
戦
一

戦
盛
り
上
げ
な
が
ら
、
油
断
せ
ず
に
勝

負
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、
河
原
田

祐
太
主
将
（
ソ
フ
ト
）
は
「
若
手
と
ベ

テ
ラ
ン
で
力
を
一
つ
に
し
て
良
い
試
合

に
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

結
果
報
告
に
つ
い
て
は
、
広
報
た
だ

み
11
月
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中

市
町
村
対
抗
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
激
励
会

　１日　国道２８９号八十里越改築事業現地視
察勉強会、福島県退職校長会要望来庁、
只見町勤労者互助会理事会

　２日　一般質問検討庁議、朝日診療所医師と
の懇談会

　３日　只見町議会９月会議
　６日　観光まちづくり協会会長他来庁

　７日　福島県小・中学校校長会要望来庁、
ティーエヌアイ工業㈱社長他来庁

　８日　只見町議会９月第２回会議（～１７日）
　９日　只見町勤労者互助会総代会
１３日　市町村対抗福島県軟式野球大会及び市

町村対抗福島県ソフトボール大会激励会
２２日　㈱季の郷湯ら里取締役会
２４日　只見中学校ＳＤＧｓ活動報告、

郡内森林組合長要望及び意見交換会、
観光まちづくり協会会長他来庁

２７日　㈱会津ただみ振興公社取締役会
３０日　明治安田生命保険相互会社寄付贈呈式

▲現場確認をする深津さんと鳥獣被害対策専門職員の
宮本さん

▲最後はガッツポーズで、試合への気持ちを高めました

９
月
議
会
を
終
え
て

�

只
見
町
長
　
渡
部
　
勇
夫

◆
９
月
議
会
が
９
月
17
日
に
終
わ
り
ま
し

た
。
只
見
町
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
ら
奨
学
金

返
還
を
免
除
す
る
条
例
や
町
民
１
人
あ
た

り
１
万
円
の
商
品
券
と
５
千
円
の
食
事
券

を
発
行
す
る
予
算
を
承
認
頂
き
ま
し
た
。

皆
様
が
飲
食
店
・
商
店
等
を
応
援
す
る
意

味
で
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
医
療
関
係
者
の
お
力

や
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
の
も
と
他
市
町

村
に
比
べ
て
順
調
に
進
み
ま
し
た
。
改
め

て
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
待
望
の
介
護
タ
ク
シ
ー
が
町
内
に
誕
生

し
ま
し
た
。
船
木
さ
ん
は
介
護
の
資
格
を

持
っ
て
い
る
の
で
安
心
で
す
。
雪
ん
こ
タ

ク
シ
ー
と
同
じ
料
金
に
す
る
と
い
う
予
算

も
議
会
で
認
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
対
象

と
な
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
す
る
こ
と
は
町
で
必
要
と
さ
れ
る
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
存
続
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。

◆
只
見
高
校
野
球
部
の
快
進
撃
に
感
動
し

ま
し
た
。
県
ベ
ス
ト
８
で
す
。
夕
方
に
な

る
と
練
習
す
る
力
強
い
声
や
快
音
が
町
長

室
ま
で
届
き
ま
す
。
ま
た
ス
ポ
少
で
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の
練
習
を
す
る
小
学
生
の
明
る

い
元
気
な
声
も
届
き
ま
す
。
高
校
生
と
小

学
生
の
声
が
、
夕
方
の
町
下
い
っ
ぱ
い
に

響
い
て
い
ま
す
。
中
学
生
も
中
学
校
で
も

ち
ろ
ん
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
大
人

は
皆
さ
ん
か
ら
元
気
を
も
ら
い
、
そ
し
て

私
た
ち
大
人
も
負
け
な
い
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

町長スケ
ジュール
〈9月分〉
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

▽
只
見
線
全
線
開
通
50
周
年
イ
ベ
ン
ト

が
、
町
民
の
皆
さ
ん
や
東
日
本
旅
客
鉄

道
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
無

事
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▽
今
年
は
８
年
ぶ
り
の
中
秋
の
名
月
と

満
月
が
同
じ
日
に
な
る
年
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
当
日
は
只
見
町
も
天
気
が
良
く
、

お
月
見
を
楽
し
ま
れ
た
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本

当
に
只
見
町
は
星
も
月
も
き
れ
い
に
見

る
こ
と
が
出
来
ま
す
ね
。

	

（
小
林
）

（８月２６日～９月２５日届出分）敬称略

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

転入　２　転出　１　出生　－　死亡　３

人　　口　３，９８５（－３）
　 男 　　１，９５６（－２）
　 女 　　２，０２９（－１）
世 帯 数　１，７２１（＋２）
高齢化率　　　　４６．９％

令和３年９月１日現在

あ
と
が
き

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

■お誕生おめでとうございます
山内　結

ゆい

華
か

（女／拓則・英梨香）　大　倉
三瓶　幸

こう

大
た

（男／大樹・かおり）　舘ノ川

■おくやみ申し上げます
橫　山　キイ子　　73歳　　長　浜
中　野　トシヱ　10２歳　　叶　津
馬　場　オキン　　９８歳　　長　浜
長谷部　靖　子　　８９歳　　八木沢

只見振興センター
図書紹介

只見振興センター図書室
☎82－2141
新国　妙子

○只見振興センターではリクエストを随時受付しています。
　読んでみたい本があれば、ぜひリクエストしてください。

★二平方メートルの世界で

★会いたくて会いたくて

前田海音／著（小学館）
　生まれた時から病気で入
退院を繰り返している主人
公が、家族に対しての申し
訳ない気持ち、どうして自
分だけが病気なんだろう
……。
　そんな思い悩む日々に病
室で大発見！わたしはひと

室井滋／著（小学館）
　コロナ禍は一番会いたい
人に、相手を思えば思うほ
ど会えない、会うのを躊躇
するという、これまでにな
い状況を生み出しました。
　主人公ケイちゃんは、マ
マから「しばらくホームに
行っちゃダメ！」と言われ

りぼっちじゃなかった‼
　実在の小学三年生が書いた、「子どもノンフィ
クション文学賞」大賞受賞作品。涙なしには読
めない感動作。

ますが、大好きなおばあちゃんに会いたくて、花
屋さんで赤いカーネーションを１本買って（花
屋のおばさんがピンク色を１本おまけしてくれ
た）ひまわりホームにむかいます。
　ケイちゃんは無事におばあちゃんに会えるの
か。ドキドキの先に待っているのは驚きの展開。
そしておばあちゃんがケイちゃんに語りかける
言葉には、人生で大切にしたい想いが詰まって
います。
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森の四季Vol.138

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

℡0241（72）8355
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只見町ブナセンター付属施設「ただみ・ブナと川のミュージアム」では下記企画を開催
します。詳しくは只見町ブナセンター（TEL ７２−８３５５）までお問合せください。

講座「ブナを利用する昆虫たち」
講　師：三田村　敏正　氏
日　時：２0２1年10月２３日（土）1３：３0〜1５：３0
場　所：只見振興センター1階ホール

観察会「恵みの森で紅葉のブナを見よう」（要事前申込）
日　時：２0２1年10月２4日（日）9：00〜1２：00
場　所：恵みの森
参加費：高校生以上400円、小・中学生３00円、
　　　　町内在住の小・中学生、高校生100円

只見町ブナセンターからのお知らせ

▲冬羽の成鳥雄。雄は顔が黒っぽい。草地の中で
も見晴らしの良い場所によくとまる

▲冬羽の若鳥。休耕地のヨシ群落において茶系の
羽色は優れた保護色となる

　秋は渡り鳥の観察に適した季節です。「渡り鳥」という言葉は秋の季語としても知ら
れています。今回紹介するノビタキも渡り鳥で、国内では本州の高原と北海道を繁殖地、
本州以南の平地を渡りの中継地、中国南部やインドシナを越冬地とし、只見町では9月
下旬から10月に観察できます。一見地味な茶系の色彩をしていますが、この羽色は非
繁殖期を過ごす「冬羽」の仕様で、秋冬の枯草色の背景によく溶け込みます。
　ノビタキの名は「野のヒタキ類」を意味しており、森林性の種が多いヒタキ類では珍
しく草地を好みます。只見町内では休耕地や河川敷の草地に多いほか、稲刈り前の田ん
ぼやエゴマ畑にもふつうに姿を見せる身近な小鳥です。ひときわ丈のある草の上や、杭
の突端のような目立つ場所にとまり「ジャッ、ジャッ」と鳴くため、地味な割には見つ
けやすいと言えるでしょう。ノビタキが姿を消す頃、紅葉が里地まで降りてきて、秋は
いよいよ終盤を迎えます。

ノビタキ　（学名：Saxicola torquatus）	 （写真・文　太田祥作）

【スズメ目ヒタキ科】
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